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はじめに

　　　　どのような住宅で暮らすかは，その住宅に住む家族の

　　　心理学的なあり方を規定する。それと同時に，どのよう

　　　な雰族関係をそれぞれの家族カ掌み，どのような家庭の

　　　あり方を選ぷかによって，どのような住宅のあり方を好

　　　むかも決定される。

　　　　この意味での家族・家庭のあり方について，その家族

　　　の構造と形態一たとえば三世代型拡大家族であるか，

　　　あるいは二世代型の核家族である一か。

　　　　とのような家族関係をモテルとするか　　欧米型の

　　　夫婦中心の結婚観，家族観によるか，あるいは日本型の

　　　川の字文化型の親子・子供本位の家族観によるか。

　　　　家族そのものをどのような理念，モデルによってとら

　　　えるか　　私の言うコンテナー（容れ物）家族をモテル

　　　とするか，あるいはネットワーク家族をモデルとするか。

　　　　などの各要因が分析されねばならない。

　　　　しかも，以上述べたような意味での家族のあり方は，

　　　同じゃが国社会でも，戦前，戦後，そして戦後40年を経

　　　た現在，さらに21世紀における未来といった各時代に

　　　よって変遷を遂げている。その意味でり摩史的な展望の

一　　．視点が必要である。

　　　　さらに，こうした時代的な推移の追求と同時に、欧米諸

　　　一国の家族のあり方と，わが国のそれと叫ヒ較文化論的な

　　　照合が常に求められねばならない。

　　　　わが国家族は，戦前の「家」の観念を，戦後，失い，

　　　昭和30年代，40年代に急速な核家族化を遂げ，現在に至

　　　り，さらにこれからどのような家族のあり方に向かって

　　　進んでいくのか。筆者はその動向について，以上の観点

　　　から考察を述べることにしたい。

1．欧米先進諸国における現代家族の動向

　現代の欧米先進諸国の家庭・家族問題を広く振り返る

と，次のような問題が注目される。

　第1に，離婚の急激な増大がある。米国では，離婚率

が人口千人に対して5．1，ソ連が3．7，英国が2．8といった

状況が示されている。特に米国の場合，いまや家族の平

均的な形態は，核家族というよりむしろ離婚・再婚によっ

て形成された複数核家族である。

　つまり，離婚が当然のものと見なされるようになり，

家族ライフサイクルを考える場合に，その家族は一度は

離婚・再婚を経験すると考えることが1つの常識にさえ

な二1二し：㍍婚．再婚の増加によつて夫婦と■

しては離婚しても，父，母としてその子供との親子関係

を維持するための訪問権とか，面接権とか，さまざまな

契約が実行されるようになり，新しい離婚・再婚型家族

がつくられるようになった。

　第3に，こうした離婚の増加は，若い世代にさまざま

な精神的影響を与え，次第に結婚そのものを回避する

人々が増加している。つまり，同棲するが結婚しないと．

いう人々がふえている①

　たとえば北欧では，現在，離婚率が人口1，000人に対し

て2．幾つといった数値を示しているが，それは結婚その

ものをしない人々がふえた結果起こっている現象である

と言うこともできそうである。

　このような状況め中では，従未の近代社会における家

族の基本となっていた結婚，夫婦といった仕組みそのも

のが，あいまいなものになり始めている。

　第4に，この状況の中で家族を定義しようとするとき，

家族社会学者の中には，シングルの女性が二人で共同生

活と相互扶助について，あるいは老後の生活について，

一定の契約を結び，一定期間，その契約関係を続けるな

らば，それは1つの家族と呼ぷべきだとさえ語る人々が

いる。

　旧来の家族の定義の中に含まれていた男性と女性の性

的な結合，子供をつくり，親になること，それらに関す

る社会的，法的な規定そのものが，家族の本質を定義す

る要因ではなくなってきたという見解もある。

　少なくとも欧米先進諸国に関する限り，家族とは何か

を根源的に問い直さねばならないような新しい状況が出

現している。こうした先進諸国の家庭・家族の現況を振

り返った上で，わが国に目を転じた場合，わが国の現代

社会における家庭・家族はどのような状況にあるのか。

　以下にこの課題について私見を述べることにしたい。

2．現代のわが国社会における家庭・家族問題

わが国の離婚率が人口1，OOO人に対して1．5であるとい
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う事実にも示されるように，こと家庭・家族に関する限

り，わが国の現況は，いま述べた欧米先進諸国のそれと

かなり違った状況にある。

　たしかにここ1，2年，わが国社会においても，家庭・

家族の危機がジャーナリズムで話題にされているが，わ

が国の家庭・家族を考える場合には，まず欧米先進諸国

とのこの基本的な違いを明確にした上で論議を進める必

要がある。むしろどんなふうに違うのか，その違いはな

ぜ起こっているのかこそ，現代のわが国における家庭・

家族問題の本質を暗示している。

　しかし，この論議に立ち入る前に，現代のわが国社会

が直面している家庭・家族問題として，とりあえず次の

諸点を挙げることができる。

　第1に，青少年の非行，家庭内暴力，登校拒否，食欲

障害などが多発することにあらわれているような，思春

’期を中心とした子供たちの教育上の破綻の原因が，親子

関係，ひい，ては家庭・家族の伝統的な機能の低下にある

という認識である。

　第2は，中年の夫婦に見られる夫婦関係の危機がある。

特に，この傾向は，夫の側にはさしたる問題意識がない

にもかかわらず，妻の側に深刻な問題意識が高まっている，

その夫婦意識のギャップと，アンバランスを中心に展開

している。中には，そのための中年の離婚とか，中年の

主婦の空巣症状群が問題になり，ひいてはアルコール依

存や杜会不適応現象が注目されている。

　それは，一方で自立意識が高まりながら，他方でそれ

だけの心の準備と能力が伴っていない，そのギャップに

よって生じる面があるが，その背景には，後に述べるよ

うなわが国の夫婦意識の不在といった問題が潜在してい

る。

　第三は，高齢化社会を迎え，老人の扶養や養護の機能

を一急、子，娘世代がどのような形で担うかという課題であ

る。改めて三世代ないし四世代同居の新しい家族形態を

つくり上げるのか，それとも老人ホーム方式をとるのか。

　以上述べた3つの問題は，いずれもここ2，3年の問

に急速に社会問題化し始めている。その背景になる要因

としての共通項は，戦後のわが国社会で特に高度成長期，

昭和40年代，加速度的に進行した核家族化現象と，それ

に伴って生じた，核家族の家族としての諸機能の低下な

いしは衰退を挙げることができる。

　さらに私は，第4の家庭・家族問題として，ことしあ

たつから注目されることが予測される問題として，すで

に女子勤労者の半数以上は主婦であるという事実にも示

唆されるような，そしてまた，次第に女性が何らかの形

で牡李牢汚牽挿？；ζが当然と見なされるようになった

動向によって生ずる問題がある。

　当然，その背景には，先進諸国と共通した女性の解放

と自立志向がある。すでに多くの女性は，妻，母である

以前に社会人である。こうした動向は，ビトウィーン・

ファミリーズの階層の増大という形であらわれている。

ビトウィーン・ファミリーズとは，自分の親の家族と，

自分が結婚してつくる家族，この2つの家族の中問（ビ

トウィーン）の状態にいる階層を言う。

　現代の女性が何らかの意味で，こうしたビトウィー

ン・ファミリーズの状態を経験して，その上で結婚し，

母親になるのがごくあたりまえの事実になっているが，

このことと妻，母親になった後にも社会生活を続けよう

とする意識が，女性の中で高まっていることとは表裏の

関係にある。

　女性の意識の変化は，妻として，あるいは母として

の，家族内における役割りに大きな変革をもたらして

いる。中でも，今後の々が国で顕在化するであろう問

題は，母親が子供を産んでからの育児，養育にどれだ

けかかわるかという問題である。むしろ育児，養育につ

いてのソーシャル・ネットワークを整備し，老人ホーム

の場合と同じように，旧来の家族，特に母親の機能とし

て期待されていたこの種の役割りを，キュー㌃マ之二文芯二

．．ト、・ネットワrクが代行することが望ましいという社会

意識が高まっていく可能性がある。

　こうしたシステムが確立することによって初めて共働

き，あるいは働く母親の条件が整うからである。しかし，

そうなるま亡の過渡的な現象として，当面はむしろ，そ

のようなシステムが整わないにもかかわらず，育児，養

育に心を傾けるゆとりのない母償が増大し，その空白に

よって，子供たちの家庭教育のひずみを引き起こすおそ

れが大きい。

　以上挙げた家庭・家族に関する4つの問題は，いずれ

もわが国社会だけに特有なものとは言えないが，それが

どのような意味で，わが国の家庭・家族固有の性格を持　　　』

つ面があるかをさらに考えてみる必要がある。

3．わが国の家庭・家族の戦後史的な推移

　ここで，現代のわが国社会における家庭・家族の状況

を，戦後史的な変遷の段階という観点から振り返ってみ

たい。

　第一に，「家」の形式上の解体と，核家族化の進行をあげ

ることができる。戦後，家族に関する社会的な理念と，

民法を初めとする制度の改革によって，伝統的なわが国

の「家」が急激に解体され，父親は家長としての座を失っ

た。

　しかし，こうした形式面の「家」の解体にもかかわら

ず，昭和20年代，30年代までは，実質的にはわが国の家

族関係は，依然としてこうした伝統的な絆を保っていた。

それだけにその当時の青年にとって，恋愛結婚は同時に

「家」からの脱出と，個の確立を求める理念的な営みで

あった。そまたそれは，戦後の民主主義，合理主義，個
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　　　人主義の尊重という，米国的なシナリオヘの同一化をも

　　　意味していた。

　　　　第2の段階は，昭和30年後半から40年代における高度

　　　成長期に生じた核家族化の定着と，それに伴う父親不在

　　　家庭の出現である。かっての「家」における家長的な権

　　　威と威光が，夫または父親から失われ，それと並行して，

　　　家庭における父親または夫の役割りのイメージが低下

　　　し，父親像の権威が失われた。また，家庭内における父

　　　親の役割りも次第に縮小された。いわゆるわが国特有な，

　　　父親不在型の核家族が誕生したのである。

　　　　この動向には，大別して3つの要因がかかわっている。

　　　　第1め婁因は，必ずしもわが国社会だけに隈ったもの

　　　ではない。づまり，産業杜会が進行するにつれて，伝統

　　　的な「家」が解体し，家族の絆が失われ，家族メンバー

　　　が個々ばらばらに産業社会（たとえば企業）に取り込ま

　　　れ，その産業戦士の一貝と化していくという動向である。

　　　特に高度成長期のわが国社会は，この意味での産業社

　　会化と「家」，家族の解体の方向を巨大な力をもって押し

　　　進めた。父親はその意味で父親ないしは夫であるよりも，

　　　なレろ会社人間であることを第二義とする生き方を強い

　　　、なれることになった。

　　　　こうした社会全体の動向の観点から，家庭・家族のあ

　　　り方をとらえる視点がどうしても必要である。

　　　　第・噌尊は・わが国社会と家族に特有のもので狐

　　　たとえ産業社会化が先進国と共通に進行する場合でも，

　　　たとえば米国社会で言えば，あくまで会杜人問として

　　　の生活，夫，父親としての私生活は明確に区別され，

　　後者の義務と役割りを厳しく遂行することが米国の

・　核家族では期待されている。その基本には，キリスト教

　　　的な結婚という理念によって結ばれた，夫婦中心の契約

　　　関係が家族の基本であるという社会通念が定着してい

　　　る。

　　　　ところがわが国の場合，むしろこの準拠枠を持たない

　　　まま，物理的，構造的にのみ核家族化が進行した。そ・の

　　　結果，家長としての地位も役割りも家庭の中で失い，か

　　　といって米国の核家族と同じような意味での，．夫婦中心

　　　主義的な夫の役割りは確立できないし，あえてそれを身

　　　につけようとする努力も行わないまま，わが国の夫は産

　　　業社会の中に取り込まれ，会社人問であることをすべて

　　　にするような生活を余儀なくされることになった。

　　　　同時にまた，わが国の企業，会社では，私が擬似同性

　　　愛的社会と呼ぷように，職場の男同士の愛情関係や，選
　　　　　　　　　　　　　　一■
　　　役2きあレ北大きな堆事牟置カ泌るよう一になった。この

　　　ようにして高度成長期のわが国の父親及び夫は，その多

　　　くの力とエネルギーを仕事と職場生活，男のつきあいに

　　　費やし，濃厚な擬似同性愛的な人間関係をそこで持つよ

　　　うになつた。

　　　　第芦の要因は，これもまた日本の家庭・家族にとって

特徴的なものと見なされているが，本来，わが国の社会、

家族が，縦関係的，しかも母子関係をモデルにした意味

での母と子の絆を重んじる伝統を持っている。

　表層において欧米先進国と共通の産業社会化，核家族

化に伴う家庭・家族の変化が進行するのと並行して，そ

の深層では，母子関係がますます優勢に家庭・家族状況

が生まれた。一般にこれは，日本的母子家庭と呼ぷこと

ができる。

　つまり，父親不在型の家庭の発生と並行して，核家族

の中での母と子供たちの母子関係はそれだけより濃密

なものになった。妻及び母親は，かつての「家」にお

ける嫁の立場から解放されたが，それだけに家庭にお

ける家族関係は固定した役割り構族を失い，もっと情緒

的な，一種の感情的な関係を主にする集団になった。

　またそれとともに，妻の発言力が高まり，ある種の女

権優位な家族関係が，次第にわが国の家庭の中で形成さ

れた。しかも他方において，この段階では女性の社会的

な自立と社会参加が完全に一般化していないために，母

親たちは子供の養育，教育に多くのエネルギーを注ぎ込

むようになり，ますます母子関係の情樟的に濃厚な結び

っ．きカ三広がっている。

　以上述べた冬輝不在型卒ゾ母子家庭的な家庭・家族の

替況カニ，わが国の核家族に特有な心理構造を形成したの

である。

　この動向については，先進諸国と共通の方向と，わが

国社会，家族に特有な文化論的な方向の両面からの分析

が必要である。

　第4の要因は，私が「家庭のない家族の時代」と呼ぷ

現代の状況である。それは，昭和50年代になって次第に

あらわなものになった。

　この動向は，先進諸国共通の女性のあり方の変化を1

つの要因としている。つまり，女性のあり方の変化とは，

第1に，すでに述べたビトウィーン・ファミリーズの段

階をどの女性も持つようになり，まず妻，母である以前

に社会人であるという自立意識が確立したことである。

　第2に，日本の伝統的な母性原理が，こうした社会，

家庭の状況によってさらにこの傾向に拍車をかけてい

る。

　特に，従来父親不在，母子家庭と言われていた日本の

家庭の中から，次第に母親もまた，心を家庭に外に向け，

その結果，母親もまた不在一三寺．り，父親も母親も不

在の家庭というものが次第に出現している。

　しかもこの傾向は，学齢期を過ぎると子供たちにさえ

も及んでいる。つまり，子供たちもまた，少なくとも．心

理的な次元では，次第に家庭の外との情報交流に心を向

け，家族がそれぞればらばらに家庭の外に心を向けなが

ら，物理的にだけ一緒に暮らすといった家庭が多くなっ

ている。この傾向は，ニューメディア時代に象徴される
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ような情報化杜会の要因も関与し，私がホテル家族と呼

ぷような家庭のあり方を示し始めている。

　ホテル家族とは，それぞれの家族メンバーがそれぞれ

の社会生活，家庭外の人間関係を中心に暮らし，家庭は

むしろ憩いの場としての機能だけになってしまったよう

な家庭である。それぞれホテルの個室で暮らすような暮

らし方をし，ときどきロビーで会話する宿泊者同士のよ

うな関係がかろうじて残されている。また，ときによっ

て家族であることを確認するための1つの演技として，

家族旅行に出かけるとか，外出をともにするという形で，

いままでに比べてもっと人為的な努力によって，初めて

家族関係を維持することができるような現実が発生して

いる。

　つまり，現代のわが国の家庭状況の特徴を挙げるなら，

第1に，いま述べたように，お互いが家族であるという

こと，あるいは家庭は憩いの場であるという思い込み，

ひいてはイリュージョン（幻想）がお互いの一体感を保

証している。

　第2に，こうしたイリュージョンを確認するためのさ

まざまな演技的，作為的な営みが人工的につくり出され

ている。しかし，これからの家庭・家族を維持するため

には，こうしたドゥーイングの心がけがきわめて必要に

なっている。

　第3に，従来，家庭の機能と見なされていた伝統的な

さまざまな機能がほとんど失われている。果たしてこれ

から家庭としてどのような機能が存続するかは，かなり

疑問視されている。

　このような現代の家庭・家族の状況は，今後，どのよ

うに発展していくかが，当面の課題である。

4．比較文化論的F見たわが国の家庭・家族

　1で述べたような欧米先進諸国の家族の急速な変化を

目のあたりにして，やがてわが国の家族もそうなるのだ

ろうかという問いがしばしば発せられる。しかし，わが

国家族の未来を占う場含，その基本的な結婚観，家族観

の欧米諸国との比較文化論的な伝統の違いという要因を

1つの変数として挿入しないと，今後についての予測が

できなくなってしまう。

　たしかに一方で，わが国にお付る家族の未来を予測す

るためには，欧米先進諸国の家族の推移と同様の変化が

10年，20年後にわが国にも訪れるかもしれないという認

識は必要である。しかし，それと同時に，いま述べた比

較文化論的な結婚観，家族観の質の違いという変数をも

挿入して，予測を修正するという複眼的な見方がとても

大切である。

　わが国の家庭・家族の伝統的な深層心理，そしてそれ

に基づく基本原理について考えると，わが国の場合には

本釆，母性杜会の原理が働いている。

　第1に，自然主義的な母と子の絆，つまり，血縁を重

んずる縁の原理が支配的である。その結果，ひとたび結

婚し，夫婦となり，あるいは親と子になれば，それ以上

何の努力もなしに，お互いの絆は永遠になる。相手との

対立，個と個の主張を重んずるよりは，むしろこの縁を

大切にし，縁が切れないようにすることに努力を傾ける

のが，わが国の夫婦，親子の原理である。

　それだけに両者の間のさまざまな裏切りや憎み合いや

争いはすべて許し合い，受け入れ，許容することによっ

て縁の絆を保っていこうとする。こうした縁の原理によ

る家族ホメオスターシスの意思が，わが国家族の規制原

理になっている。

　こうした血縁的な，伝統的な縁の原理は，依然として

若い世代においてさえも結婚，夫婦，親子を考えるとき

の基本になっている。恐らくわが国の離婚率が先進諸国

一般の動向に比べて異常に低い理由は，この点にあるに

違いない。

　第2の特徴は，わが国が依然として潜在的に多婚的な

傾向を，暗黙に許容する風土を持っていることである。

これはしかし，性関係にのみならず，あらゆる人問関係

についての許容度が高いという，一般的な原理の一面を

物語っていると言った方が適当であろう。つまり，夫婦

間においても，婚外の性関係に対する許容度が高い。こ

のこともまた，離婚・再婚の動向が，米国の場合のよう

に深刻化しない1つの安定要因になっている。

　対照的に米国の複数核家族の成立の動因を考えてみる

と，第1に，契約と能力主義であるために，夫婦間のお

互いの愛情の努力と，実行力が失われた場含には，契約

の解消，つまり，離婚が容易に起こりやすい。　　　　　　・

　第2に，一夫一婦的な愛情中心主義が徹底しているが，

にもかかわらず他方での性の解放が進行し，女性の解放

が進んだために，従未に比べて夫婦問の破綻が生ずる機

会が多くなっている。この場合に，容易に離婚が起こり

やすい。

　第3に，こうした離婚・再婚の際に，夫婦が男性，女

性としては離婚しても，父親，母親として父母関係を継

続しようとする努力を，新しい契約主義と努力によって

遂行しようとする動向が高まっている。複数核家族の増加

は，この心理的な要因によって進行している。

　しかし，そのために，米国社会特有の親の離婚・再婚

の繰り返しに出会う子供たちの，新しい精神的な問題が

発生している。

　これに対してわが国では，すでに述べたように，夫婦

間の緊張，対立が深刻化しないで，むしろお互いの一体

感の幻想が依然として保たれている。しかし，その分，

離婚しないかわりに潜在的な離婚家庭，ないしは潜在的

な夫婦関係不在の家庭が増加している。お互いの間に，

夫婦，親子であるという思い込みだけが，唯一の頼りに

－22－



なる幻想家族化が進んでいる。表面は平和で，子供

たちも観念的には円満で，安定した家庭の中で暮らして

いると思い込んでいる。

　わが国の家庭・家族が，今後，欧米先進諸国の動向と

どのくらい共通の変革を経験することになるのか。ある

いはわが国の伝統的な家庭・家族観が依然として維持さ

れて，こうした先進諸国の変革とは異なった方向をたど

るのか。ここに述べたように，その両面から今後の可能

性を吟味し，対策を考える必要がある。

　たとえばいま述べたいわゆる川の字文化の問題につい

てさらに述べると，次のような考察が得られる。川の字

文化とは，川という字の真ん中の短い棒が子供で，両側

が父，母という意味である。

　日本青少年文化センターの調査に加えてさまざまな調

査があるが，こうした子供が生後1歳のときになお夫婦

と寝室を同じくしていると答える父，母の世代は，必ず

しも中年以上の世代ではなく，20代でも30代でも同様で

ある。ところが，欧米先進諸国共通にこの答えはわが国

と正反対になるという。

　つまり，1こうした親子の情緒関係または習慣は，戦後

40年たってもほとんど変わらないことを物語っている。

米国の母親であれば，子供を別な寝室に寝かせることが

当然である。また，それが必要な課題である。なぜなら

ば，米国の場合，子供が同室することによって夫婦の性

生活が妨げられることに対する親たちのおそれがあるか

らである。そしてその背景には，親は親，子供は子供と

いう夫婦中心主義の夫婦観と結婚観がある。

　この点，今後のわが国の夫婦，親子関係が依然として

川の字文化的な伝統を保つ限り，．表層的な先進諸国と同

様の変化が起こっても，意外に家族関係は日本独自の伝

統的なパターンを保存していく可能性もある。

　つまり，この水準の情緒的，心理的なバターンは，母

子関係の子供に対する育児のパターンに根ざすものであ

り，そうした細かい微妙な母子のコミュニケーションに

基礎を置くものである。それだけに表層的な社会の変化

によって，容易に変化しない可育維がある。

5．コンテナー家族モデルからネットワーク

　　型家族モデルヘ

　従未の家族観は，家庭中心のコンテナーモデルであっ

た。コンテナー（容れ物）は，そのサイズが大きければ

大きいほどいろいろな機能を持つ。大きな住居の中に何

世代もの家族が，そしていろいろな血縁の関係者が共同

体を営むような家族であり，このような拡大家族として

は，たとえば現代のインドの家族がその1つとして挙げ

られる。そしてこのよ’うな家族は，そこに育児，養育，

教育，経済，福祉の機能までも包含している。

　かつてわが国の農村の家族が，このような大型のコン

テナー家族であった。たとえば子供の教育についても，

生みの母親だけでなく，おばさんや祖母が養育を担当し，

若い母親は畑に出て仕事をするといったことも行われて

いた。子供たちも，多数の家族メンバーたちと生活をと

もにした。そして，その相互関係の中でおのずからさま

ざまな教育的な影響やしつけを受けることができた。

　しかしながら，核家族化の進行に伴い，家族のサイズ

は縮小し，家族構造も最小隈のものになり，それに伴っ

て家族機能も次第に隈られたものになり，その機能もど

んどん衰退し，すでに述べた私の言うホテル家族化現象

が起こっている。

　その背景には，産業社会化が進行するにつれて，この

家族メンバーを家庭から産業社会のほうに大幅な労働力

として吸収するという動向がある。そしていまやわが国

では，子供までもが学校，そして塾の勉強などによって

夜遅くまで家庭の外にいるようになった。

　伝統的なコンテナーモデルで現代の家族，そして未来

の家族を見るならば，私が「家庭のない家族」という言

葉を批判的な意味でつくり出したように，いまや家族は，

その実質的な機能を失い，精神的な内容がきわめて希薄

なものになろうとしている。それだけに，みんな家庭で

一緒に暮らし，一家団簗を中心とする家族観から見ると，

このままでは家庭の機能は衰退し，家族はバラバラに

なっていかざるを得ないと見なされている。

　こうした観点から見ると，現代の家族の病理と言われ

るものがさまざまに起こっている。現実の家族はすでに

個々の点として自立し，それぞれが家庭の外の組織，集

団と結びついて暮らしているにもかかわらず，いまなお

家族一体のコンテナーモデルで家族をとらえようとする

と，この家族観と現実の家族の実態とのギャップがそこ

に生じているのである。

　むしろここで家族観を一変させて，私の言うネット

ヴーク家族観への家族観の転換を図ることが必要であ

る」。恐らく21世紀の家族のあり方を考えるためには，わ

れわれ自身がどういう家族のあり方を選択するかとい

う，われわれ自身の主体性を取り戻すことが急務の課題

である。そしてこの主体性の回復のためには，家族に関

するわれわれの認識そのものの変革が必要である。この

変革の1つとして，私は家族をネットワーク家族モデル

でとらえることを提唱しているのである。

　ネットワーク家族とはどういう家族か。そのモデルは

本未，米国の離婚・再婚による複数核家族から得られて

いる。

　父、母と子供が離婚・再婚によってそれぞれ別々な空

問で暮らすようになる。たとえばAという父が，Bとい

う母と離婚してA1という女性と結婚すれば，そこには新

しいA”という再婚家族が生まれる。また，母BがB1と

いう男性と再婚すると，B”という再婚家族が生まれる。
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　しかし，この場合，ABから生まれたXという子供は，

実際の生活の場としては，A”の中で暮らすか，あるいは

B”の中で暮らすのだが，空問的には離れていても，週に

1回，あるいは夏休みとかの間，ABという父母と何らか

の形で一緒に暮らすような形で，本来の親子関係を維持

しようとするのである。

　あるいは場合によれば，Xが母親Bとともに暮らし，

その母親の再婚によってB’という新しい父親とともに

暮らせば，常にB”とXが一緒に暮らすことになるが，毎

週週末になると，XはAと一緒に父子関係を全うする。

　こうした複雑な家族関係を離婚・再婚型家族，・あるい

は複数核家族と呼ぷのだが，その特徴は，それぞれが空

問的に別々に暮らしていても，常に点と点としては結合

し，家族同士としてのネットワークを人為的な努力に

よってつくり上げ，維持していこうとする。ときによっ

ては，このA”とB”がXを囲んで一緒に同席して，社交

するというふうなこともあり得る。

　こうした新しいユニークな拡大家族をモデルに考える

と，それは，同じ家庭の中で同じ空間の中で暮らすコン

テナーモデルではとらえることのできない新しい家族形

態が発生していることになる。

　このようなネットワークモデルによって，いまや米国

の家族は新しい方向に歩み出している。そして私は，こ

りヰットワーク家族的な観点から，現代のわが国の家族

関係をも見直すことを提唱している。

　ただしこの場合には，必ずしも離婚・再婚といった形

に限定されたネットワーク家族を意味するものではな

い。たとえば現代の核家族でも，すでに丁緒に暮らして

いる家族は，精神的，情緒的に一体な、ものではない。そ

れぞれが個として自立し，それぞれが社今輝織のほう

を向いて暮らしている。この意味で，個と個はそれぞれ

点と点になってバラバラに暮らしている。

　そこで，もう1度これらの点と点になった核家族メン

バーを結びっけるネットワークを，たとえ同じ空間の中

で暮らしている家族同士の問でも，もう1度つくり上げ

る努力が必要だということをまず強調したい。そのため

には，一度家族というものを単なる血縁的なモデルに

よってではなく，ある種の他人同士，他者と他者の結合

関係としてとらえ直す視点が必要である。お互いに一度

他人になった家族メンバー同士をどうやって結びつける

かについて，，家族同士の人為的，意識的な努力がとても

大切であ局。

　特に，わが国の現代の核家族を見る場合，こうした人

為的，意図的な努力をするドゥーイングの精神を欠いて

いるために，相変わらず従来のコンテナーモデルによっ

て，ただ家に帰って一緒にいれば何となく一体感が生じ

て，自分にはうちがある，家族があるという思い込みで

暮らす結果になっている。

　’しかしながら，実際には，その間，お互いの問にコミュ

ニケーションも失われ，お互いを結含させる絆もなく

なっているというのが深刻な病理をあらわしている。

　そこで，新しい家族ネットワークを家庭の中につくる

ための努力としても，日曜日の家族同士の交流の場をつ

くるとか，あるいは同じ住宅の中でも，従来の茶の問，

居問に相当するところに，こうしたネットワークづくり

の場としての機能を付与しなければならない。

　こうした観点から，すでに述べた現代のわが国家族が

直面している4つの課題についても，新しい視点からと

らえ直す必要がある。

　たとえば第1に挙げた，思春期の子供と父母との葛藤

についても，しばしば問題になるのが子供たちの個室の

問題である。特に，個室を持った思春期の中学，高校生

が，自分の部屋に鍵をかけるかけないで父母とトラブル

が起こるといったような事態が見られる。

　こうした点についても，ネットワーク家族的な視点か

ら，明確な世代境界を確立するという意味で，これから

は子供の個室内のプライバシーを尊重することが重要に

なるだろう。また，子供たちが一体幾っになったら自分

自身の電話を持つことができるかといったようなことも

しばしば論議になる。

　思春期，青年期の子供と父母との関係について，米

国の場合であれば，すでに高校生の段階から寮の中で

暮らす子供が多い。そして，週末に帰宅するという暮

らしである。それは，ネットワーク家族の1つの形態

なのであるが，わが国の場合にも，今後，教育改革の動

向とも関連して，こうした同世代の子供たちの共同生活

をより早期に行い，家族との問に新しいネットワークを

つくって暮らすといった考え方も可能性がある。

　この点でも，欧米では，大学生になると，同じ町に住

んでいても別居するのが普通であるが，わが国の場含に

も，この点についてどういう方向をたどるのかがこれか

ら検討されるに違いない。

　第2の中年夫婦の葛藤についても，それぞれの妻たち

が自立し，働く婦人がふえる場合，夫と妻の間に新しい

ネットワークとしての意思疎通の方法と新しい夫婦の絆

の形成が課題になる。

　ヒうした中年夫婦の問題で最も重要な課題の1っが単

身赴任である。わが国の現状においては，父親だけが単

身赴任して暮らすケースが非常に多い。この場合にも，

すでにコンテナー家族モデルで単身赴任の問題にかかわ

る隈り，どうしても解決できないさまざまなトラブルや

支障が生じる。

　しかし，単身赴任も1つの家族ネットワークモデルか

らとらえるならば，赴任している父親と残された家族と

の間のネットワークづくりをどのように工夫するかに

よって，その幣害は解決される可能性がある。また，と
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きによっては夫婦が赴任し，青年期，思春期の子供たち

が残って，両者の間にこうしたネットワークをつくると

いう考え方ももっと積極的に考慮されなければならない

だろう。

　第引こ，高齢化社会を迎えての老父母との養育ないし

看護の問題である。再び核家族から三世代同居家族へ移

行するのか，あるいは老人ホーム型の老人福祉を優先し，

相変わらず核家族を続けるのかといったことが，わが国

家族の最も差し迫った課題になっている。そしてうこの

課題が21世紀のわが国の家族形態の構造を左右する可能

性がある。

　老父母との同居を考える場合でも，空間的に同じ住宅

に住むか，あるいは別なところに住むか。いずれにせよ

基本的に家族観において，老父母と次の世代との間に家

族としてのネットワークをつくり上げるという観点がと

ても大切である。

　たとえば同じ同居するにしても，同じ空問の中にいて

も，老父母とその息子父婦との間に世代境界を確立し，

それぞれが別々の単位として生活することを基本とし

て，その両者の間にどういうネットワークをつくるかと

いう観点が共有されることが望ましい。

　また，2つの核家族が同じ空問の中に住むという観点

も必要である。あるいはまた，空間的に別に暮らしてい

たり，別な住宅に住んでいても，ネットワークとしては

共同体としての結合関係を強化する努力と工夫が必要に

なる。さらに，老父母が仮に老人ホームに入っていても，

その老人ホームに入っている父母と別に暮らしている一自、

子夫婦との間に，こうしたネットワークが必要になる。

　第4の母親が働くことによる子供の育児，養育をだれ

が担うかという問題については，いま述べたようなネッ

トワーク家族のモデルが最も重要な機能を発揮する。

　従未は家庭における母親が育児，養育機能の担い手で

あったが，果たして今後もこの既成観念のままでいって

よいのかどうか。母親が自立して働く度合いが高まるに

つれて，より幼い時期から母親離れして，母親以外の養

育者によって養育されなければならない子供たちがふえ

る。

　この場合，まず，母親と子供の間にもコンテナーモデ

ルではないネットワークモデルの適応が必要になる。つ

まり，昼間は別々に暮らしていても，夜になるとその点

と点になった母と子がもう一度，どんな強い絆を回復す

るかの努力がお互いに考えられなければならない。

　それと同時に，生みの母と育ての母の分離という問題

が起こってくる。このような場合に，欧米先進国並みに

乳幼児施設，保育園といった社会的な施設やヒューマ

ン・サポート・システムによって代行していくか。それ

とも老父母との同居，三世代型家族に戻って，むしろ若

い母親は働いても，祖母が子供の世話をするといった，

日本的な家族形態になるかといったような問題が起こ

る。

　しかし，いずれの場合にもその基本において，次の観

点が必要である。

　従来，生みの母親がすべてを賄うはずであった子供の

養育，教育の機能を，別なサポート・システムが代行す

るということをまず前提に考えて，そのサポート・シス

テムを社会的な施設ないしは専門的な育ての母親が行う

か，あるいは祖母が行うかといったような観点が必要で

ある。

　つまり，たとえその養育者が祖母であっても，従未の

コンテナーモデルのような肉親の家族がただ一体になっ

て子供を育てるというのではなく，祖母もまた自分の1

つの新しい仕事として，新しい自分と子供とのネット

ワークをつくるといった努力をその中に入れ込んで，そ

の孫の養育に当たるといった姿勢が必要になるに違いな

い。

　ネットワーク家族という観点は，基本的に従未の家族

の機能の幾つかの部分を積極的な役割りとして選び取っ

て，それ自身について何らかの意図的な努力を行う，そ

うした姿勢が大切であるということである。

　従来は，こうしたネットワークの機能を何も努力しな

いでもコンテナーモデルの中に，ただ一緒にいれば自然

主義的な情緒関係や本能的な愛情関係によって行うこと

ができるという思い込みがあった。しかし，むしろ今後

のネットワーク家族の観点は，点と点となった相互の家

族メンバーについて，1っの社会的な機能と結びつくよ

うなヒューマン・サポート・ネットワークの一環として

家族相互の関係を結合させ，発展させていくという心構

えが必要である。

　いま家族精神医学では，家族を父，母，親子，夫婦と

いったサブシステムからなる1つのシステムとしてとら

え，病める家族の家族システムの再編成を行う家族療法

が国際的な1つの新しい動向になっている。こうした家

族療法的な試みによる家族システムの再編成という動向

も，この家族ネットワーク論の1つの臨床的なよりどこ

ろになっている。

　しかしながら，ここで，こうした家族ネットワークの

とらえ方について，すでに述べた比較文化論的観点から

の検討を加えたい。恐らく先進諸国にもわが国にも共通

した21世紀的な家族観は，私の言うこのネットワーク家

族観になっていくに違いない。

　そこで問題になることは，このネットワーク家族の考

え方には，次のような基本的な要因が働いているという

事実である。

　第1律，契約主義である。それぞれの家族相互の問に

お互いがどういう役割りを担い，その役割りを通してど

ういうふうにお互いの家族の絆を維持するか，そうした
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取り決めが必要である。

　第2は，能力主義である。つまり，こうした契約を履

行していく能力が欲求される。また，その能力を発揮す

ることによって，その契約を守り，実行する努力が欲求

される。

　こうした契約と能カ主義によって，ネットワークを維

持していこうという心構えが要求されるのである。それ

は，新しい杜会における人問の相互依存システムの1つ

の基本単位であり，人問がお互いに助け含って生きる1

っの様式として，ネットワーク家族を考えるという人問

観を支えにしている。

　しかしながら，ここでわれわれは，わが国の父婦観，

親子観が決して契約主義と能力主義によって維持されて

はこなかった事実を顧みなければならない。従来の日本

の家族関係は，縁の原理と自然主義によって維持されて

いる。つまり，同じ家族になればもはや何の努力も要ら

ない，一体感の下で暮ちしている。米国社会が一々それ

を契約と役割‘）の実行によって維持していくのに対し

て，．一日本の場合には，こうした血縁的な，やや幻想的，

情緒的な一体感で暮らしている。

　恐らく日本のネットワーク家族の場合，欧米風の契約

主義と能力主義によってそれを維持するという側面がこ

れから大いに強化され，学ばれねばならないのではなか

ろうか。逆に，現代の米国社会におけるネットワーク家

族の新しいあり方というものは，契約主義的な夫婦関係

は離婚になっても，血縁モデルによる親子の関係は離

婚・再婚家族の中で維持していこうという動向を示して

いると見なすこともできる。

　欧米諸国から見ると，現代の家族ネットワークは，む

しろ日本的な血縁の原理を欧米先進諸国の中で再認識

し，それを頼りに離婚・再婚型家族の中に1つのつなが

りをつけていこうとする努力と見なすことができる。つ

まつ，同じ家族ネットワークについても，わが国の場合

には，欧米的な能力主義，契約主義を大いに取り入れて

努カしなければならないことが課題になるし，欧米の場

合には，むしろ血縁的な絆を何とか維持し，それに寄り

かかることによって離婚・再婚によって生ずる子供の被

害を最小隈に食い止めて，新しい発展的な家族のあり方

を発見しようとしている。

　この契約・能力主義的な努力と，縁の原理による絆を

取り戻そうとする努力，この2つの見地をどのように統

合して，新しい家族ネットワークをっくり上げていくか

が，’会1世紀のわが国の家族の新しいあり方を占う上での

奉本的な視点であると思う。．

6．家族ライフサイクルのあり方

　いままで述べた家族のあつ方を，具体的な住居や家庭

生活に結びつけて考える場合に，どうしても欠くことの

できない視点は家族ライフサイクルの観点である。

　第1に同じ家族といっても，その家族がライフサイク

ルのどのような段階にいるかによって，家族のあり方は

きわめて違ったものになる。しかも，いま，伝統的な家

族ライフサイクルに大きな変革が生じている。その1つ

の要因は，高齢化社会である。高齢化社会によって，人

生50年の場合と80年の場合では家族ライフサイクルのあ

り方には大きな違いがある。

　第2に，先進諸国の場合には，冒頭に述べた離婚テ＿再

婚の増加に伴って，1つの家族がそのライフサイクルの

途上で離婚・再婚型家族に変化するために，2つの家族

ライフサイクルが結合して新しい家族ライフサイクルが

でき上がるといった複雑な事態が生じている。

　こうした現代社会特有な動向も念頭に置いた上で，基

本的な家族ライフサイクルのとらえ方について述べるこ

とにしたい。

　各個々人についてライフサイクルがあるように，1っ

の家族にも，結婚によって新しい家族単位が誕生し，そ

の家族が老化するまでの時間的変遷をたどる。その一貫

した流れと各段階，区分を持つ時間的経過を家族ライフ

サイクルと呼ぷ。

　こうした家族ライフサイクルを規定する基本的な要因

として挙げられるのは，結婚（第1段階），第1子の出生

（第2段階），第1子の家族外社会への参加（第3段階），

末子の家族外社会への参加と家族機能の縮小，父母関係

の新たな再構成（第4段階），第1子の結婚や別居（第5

段階），末子の結婚・別居，父母の祖父母化（第6段階）

などである。

　そして家族ライフサイクルは，それぞれ個々人として

のライフサイクルを持った夫婦（または父母），子供たち，

家族メンバーの互いに異なった年代と発達段階の同時的

な併存とその時間的推移を含むことになるが，これらの

個々人の時間的な変遷を超えた，その家族それ自体とし

ての変遷をとら之るのが家族ライフサイクルである。つ

まりそれは，それ自体1つの発達と変遷の基本単位であ

り，特有の段階と経過を持つ。

　ここでは，家族ライフサイクルの最も現代的な段階区

分と言われるカーターとマクゴードリックのライフサイ

クル区分を挙けたい。第1段階　　結婚による新しい家

族の成立。

　当然，2人の男性と女性の結婚するまでの出会いと交

流があるが，そうした過程を経て結婚することによって，

まず最初に夫婦間の相互適応性が問題になる。

　住居との関係で言えば，夫婦2人だけで暮らす住まい

ということが問題になるが，この場合の1つの大きな問

題は，夫婦双方がそれぞれの実家とどういう関係を持つ

かである。つまり，双方が実家から完全に独立して，新

しい家族単位を形成する場合には，それとともに住宅も
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新しく独立したものになる場合が多いが，中には，シス

テムとしては独立して新しい単位をつくっせも，住居と

しては同居するという形になる場合もある。

　しかし，夫婦どちらかの実家と同居する場合には，心

理的に見て，夫婦の新しい単位を形成すること自体がさ

まざまな葛藤や障害を引き起こす場合がある。この段階

で問題になるのは，夫，妻それぞれの実家との関係，特

に，その実家の宗教，教育，社会階層，倫理観，人生観，

経済力などの一致，不一致，あるいは力関係などである。

　この段階で次に問題になってくることは，子供を持つ

決心をいつするかということである。つまり，親になる

決心をすること，いつ妻が妊娠するかという課題である。

あるいはまた，双方が決心しないうちに妊娠し，子供が

誕生するといったような問題も起こってくる。そして，

この夫婦問の意見の一致，不一致が夫婦を次の段階にお

ける家族へと発展させるかどうかをめぐる大きな発達課

題になる。また，この発達課題の解決に，収入，住居と

いう現実的な条件が大きな要因になる。

　一方では，経済的ないし住居的な理由は整っていても，

心理的に子供を持つことを回避し続ける夫婦もいる。ま

た一方では，子供を持つ意思があるのに，住宅上の理由

から子供を持つことができないで，延期しなければなら

ない夫婦もいる。住宅条件と子供を持つ決意との問には，

密接な相互関係がある。

　　第2段階　　第1子の出生に始まる幼い子供たち

を持った家族。

　この段階は，第1子の出生とその幼児としての依存状

態の出現をもって始まり，何人かの新しい子供が家族に

参加し，やがて第1子の幼稚園，学校といった家造外の

社会に参加し，子供たちが思春期に入るまでの段階を言

う。つまりこの段階は，思春期以前の幼い子供たちを持っ

た家族の段階である。

　この段階は，最も家族が家族らしい段階であり，家庭

もまた，子供を中心に家族が一家団簗するという雰囲気

を持つ状況を呈する。

　この段階では，子供たちのための心理的，物理的空問

を設定することに対して，夫婦システムがどんな適応を

行うかが重要な課題になる。それまでは夫婦だけの空問

であった住居の中に，新しい子供の出現を迎え，父母は

この子供ないし子供たちが安定した生活を営むことがで

きるような，物理的な空間と時間を設定しなければなら

ない。このために，それまでの夫婦だけででき上がって

いた生活様式にも大きな変化が起こる。この変化は子供

たちの運動・言語機能の発達とともに段階的に進行して

いく。

　たとえばそれは，子供が遊ぷための部屋とか，寝室の

問題，母親の子供の養育に必要な時間的な生活リズムと，

父親の仕事と家庭を結ぷ生活のリズムとの調整，食事状

況など，さまざまな家庭生活上の問題が起こる。

　それまで夫婦だけで暮らしていた狭いアパートから，

もう少し広い部屋数のあるアパートヘの引越とか，一戸

建の住居を構えるとか，そういう課題が生ずることにな

る。特に，この問題は，子供の数も重要な要因になる。

住宅条件も，ただ部屋の数，間取りの問題だけでなく，

その住宅やマンション，アパートの位置する地域とか，

生活に必要な広場とか，公園とか，あるいは何階にある

かとか，さまざまな問題が子供本位に考慮されなければ

ならなくなる。

　この段階で，夫婦観，子供観，家族観によって住宅，

部屋のあり方などを大きく左右するのは，その夫婦が夫

婦中心主義的な考え方で暮らすか，あるいは子供本位家

族を形成するかによって，その設計や生活習慣には大き

な違いが生じる。この問題は，子供部屋を子供にいつか

ら持たせるかとか，持たせないとか，あるいは茶の間や

居問の機能をどれだけ重視するか，あるいは父母が自分

たちの寝室，自分たちの部屋を持ってどのくらいの生活

をそこで営むか，といったような問題と密接な関連を

持っている。

　さらにこの段階で，子供の誕生と養育をめぐって，夫

婦だけの場合には新しい家族，夫婦単位を形成すること

に意を注いでいた夫婦が，改めて実家の父母，つまり子

供にとっての祖父母と孫の関係を包含した新しい家族

ネットワークの形成が開始されることになる場合もしば

しばである。

　とりわけ女性，つまり，母親が共働きをしたり，社会

的に役割りが増加したりする問題と，祖父母の中年以後

のライフサイクル上の発達課題とが結びっいて，新たな

ネットワーク家族の形成が大きな課題になろうとしてい

る。この場合，空問的，距離的には祖父母の住居と夫婦，

子供の住居が別であるか，あるいは近いところであるか

ということ，あるいはまた，ここで同居するかしないか

といった問題も新しく再燃する。

　さらにその次の問題は，子供たちが近隣，幼稚園，学

校などに参加することによる社会化の発達である。この

発達とともにその家族の地域，学校との交流が始まり，

子供たちの学校へ行くことの役割りの達成，友入関係の

形成などによって新しい課題が生ずる。

　第3段階　　思春期の子供を持った家族。

　子供たちが思春期に入るにっれて，子供たちの親離れ

が始まる。この段階の基本的な問題は，子供たちが家族

境界の外に自由に出入りすることによって生ずる。子供

たちが親の支配権の外の世界を急速に拡大し，同世代の

仲間と親密さを持ち，父母と隔たった自已を確立し，異

性との情緒的，性的なつながりを求めるようになる。

　それにもかかわらずこの段階の父母は，必要に応じて

思春期の子供たちが外から立ち戻ってくるときの保護と
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避難の場としての生活空間を確保し，安定した依存対象

であり続けなければならない。

　具体的には，家族あるいは自分のうちという中問的な

領域が，子供たちにとって重要な意味を持つようになる。

自分の部屋，自分だけの空問，しかも子供時代からの連

続性を持った家庭の心理的・物理的な構造が，彼らの精

神的な安的と連続性を支持する役割りを果たす。

　ここで，本格的に子供たち自身の部屋の確立が必要に

なる。しかも，家庭の中にこうした自分だけの空間を持

ち，また，必要に応じて親たちと一緒に暮らすような居

問があるというところで，彼らの思春期の宇供特有の中

間性を維持できるような，そうした住居条件が必要であ

る。

　さらにこの段階で問題になることは，これらの思春期

の子供たちは，家庭の外から家庭の中にさまざまの

ファッション，情報を持ち込んでくると同時に，友人，

仲間を家庭に連れ帰るようになる。こうした子供たちの

．同伴者のための物理的・心理的空間を確立する必要が起

こる。

　たとえば思春期の子供たちのために，それまでなかっ

た客問をつくらなければならないという事態も起こる。

あるいは子供が友達を連れてきても十分に楽しめるよう

な，また，安心してつき含えるような生活空間を持つた

めに，新しい住宅条件の設定が必要になる場合もある。

つまり，子供の社交性をどう住居が受け入れるかという

課題が生ずる。

　第4段階　　子供たちの離脱を出立。

　子供たちが青年期からヤングアダルトの段階に入り，

心理的にも物理的にも家族から離れて，外の世界で自已

を確立する段階である。

　この段階では，父母が父婦としての結合関係を再編成

するという課題が生ずる。子供たちが次第に家庭の外で

自分たちの生活空問をっくり，場合によれば別居し，結

婚するといったような課題が生ずるとともに，住居も縮

小し，夫婦だけの生活を送るようなものに次第に変わっ

ていく場合がある。

　しかし，現代社会では，新たに父母，つまり，その晩

年の祖父母が同居するかどうかということが課題になっ

てくる。

　さらに次の課題は，成長したこれらの子供たちとその

父母が，それぞれ一人前の大人同士として安定したよい

家族関係を一定の距離を保ちながらどんなふうに営むか

が課題になる。

　第5段階　　人生の晩年を送る家族。

　結婚をもって出発した家族ライフサイクルが，その夫

婦の老年化を迎える段階である。この段階の夫婦は，自

分の子供たち夫婦と同居している場合，別居しているが

よい交流を保つ場合，全く交流が途絶しているか，そう

した子供たちを持たない場合などによって，その家族構

造は違ったものになる。

　この段階での課題は，第1に自分自身または夫婦の機

能を継続することと，社会的，肉体的衰退への対応であ

る。たとえば職業上の引退などが問題になる。

　第2に，配偶者が双方ともに健在か，一方が病弱にな

る，さらには一方の配偶者を失うといったようなことが

問題になってくる。配偶者を失った老人は，喪失感と人

生における時間軸を見失い，時間をともにしてきた配慮

を持たないための孤独などが深刻な問題になる。

　第3の問題は，中年世代の子供たちに家族内における

役割りの交代を行い，権隈，指導力の移行を円滑に行う

ことが課題になる。さらに，年長者としての知恵と経験

をその家族システムの中でどんなふうに適切に生かすか

によって，その老夫婦め子供たち世代とのかかわり方も

ずいぷん違ったものになる。

　こうしたさまざまな課題と同時に，コンテナー・モデ

ルで暮らすか，あるいはネットワーク・モデルで暮らす

かといったことが，すでに述べたようにその老夫婦の家

族とのかかわり方に大きな要因になる。

　以上述べたような，家族ライフサイクルを展望し，そ

れぞれの段階において家族がどんなあり方をし，どんな

発達課題に直面し，それをどう解決するか，それぞれが

どんな夫婦観，結婚観，親子観，家族観を持つかによっ

て，それぞれのライフサイクルの段階における住居の設

定の仕方，また，その機能に対する期待も違ったものに

なる。

　この観点からの理解が，コンテナー・モデル，ネット

ワーク・モデルで家族を考える際に重要な要因になる。

むすび

　現代のわが国の家族，そしてその未来について，家族

精神医学，家族心理学の観点から考察を述べた。本諭文

で述べたような，ネットワーク家族モデルで暮らす時代

分来るにつれて，住宅のあり方，そして部屋の持ち方な

どについても，さまざまな形でその理念の実現が求めら

れるときが未るのではなかろうか。また，その具体的な

住居問題との結びつきについては，最後に述べたような，

その家族のライフサイクルがどの段階にあるかによっ

て，具体的な形はさまざまなものになるに違いない。こ

うした観点から，親子，夫婦，老父母，そしてまた，

働く母親と子供の関係などについて，ある程度これから

の家族の具体的なあり方を示唆したつもりである。

　家族観の推移は，当然，住宅構造のみならず，その機

能にもさまざまな影響を与えると思う。今後の住宅の構一．

華と機能を考える上で，本論文が寄与するところがあれ」

ば幸いである。
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